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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第65期

第２四半期連結
累計期間

第66期
第２四半期連結
累計期間

第65期
第２四半期連結
会計期間

第66期
第２四半期連結
会計期間

第65期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 2,490,9852,174,1731,083,828931,0195,416,153

経常損失(千円) △227,504△197,502△245,078△201,149△287,268

四半期（当期）純損失（千円） △256,451△198,251△269,202△200,142△563,969

純資産額（千円） － － 3,770,9843,145,0053,398,559

総資産額（千円） － － 4,988,9844,236,8964,624,758

１株当たり純資産額（円） － － 218.31 182.11 196.80

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（円）
△14.84 △11.48 △15.58 △11.59 △32.65

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 75.6 74.2 73.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△172,445△103,346 － － △256,107

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△124,185 108,639 － － △143,926

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△87,081 △868 － － △87,390

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 727,542 628,255 623,830

従業員数（人） － － 417 390 398

　 (注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については

　　　　　　記載しておりません。　

　　 　 ２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額（円）については、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ(当社および当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　　　　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 390 (247)

　 (注)１  従業員数は就業人員数であります。

　　　 ２　従業員数の欄の(外書)は、パートタイマーの当第２四半期連結会計期間の平均雇用人数であります。

 

(2）提出会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 21 (2)

　　(注)１　従業員数は就業人員数であります。

　 　　 ２　従業員数の欄の(外書)は、パートタイマーの当第２四半期会計期間の平均雇用人数であります。

　　　　

EDINET提出書類

株式会社銀座山形屋(E03117)

四半期報告書

 3/21



第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門の名称 生産高（千円） 前年同四半期比（％）

衣料品製造販売事業 403,874 95.7

　(注)１　金額は販売価格によっております。

　　　２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）受注実績

　当第２四半期連結会計期間における受注実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門の名称 受注高（千円）
前年

同四半期比（％）
受注残高（千円）

前年
同四半期比（％）

衣料品製造販売事業 789,616 95.2 163,154 103.9

　(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門の名称 販売高（千円） 前年同四半期比（％）

衣料品製造販売事業 928,421 85.9

その他の事業 2,598 100.0

合計 931,019 85.9

　(注)１　主要な販売先につきましては、いずれの販売先も総販売実績に対する割合が100分の10未満のため記載は

　　　　　省略しております。

  　　２　上記の金額には消費税等は含まれておりません。

 

２【事業等のリスク】

   当第２四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フロ－の状況の異常な変動等又は、

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。　

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)業績の状況　

 当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、世界的金融危機に端を発した景気後退が下げ止まりを見せ始め

たものの、依然として企業収益や雇用・所得環境は厳しい状況が続くなど、景気はさらに混迷の度合いを深めました。

　このような状況のなか、当第２四半期連結会計期間における売上高は店舗等の退店等により、９億３千１百万円（前

年同四半期比14.1％減）となりました。損益面につきましても、売上総利益率の改善と販売費及び一般管理費の削減

等を行いましたが、営業損失２億１千３百万円（前年同四半期は２億４千８百万円の損失）、経常損失２億１百万円

（前年同四半期は２億４千５百万円の損失）、四半期純損失２億円（前年同四半期は２億６千９百万円の損失）とな

りました。

　

事業の種類別セグメント

　 当第２四半期連結会計期間における衣料品製造販売事業に係るセグメントの売上高及び営業利益の金額が、それ

　ぞれ全セグメントの売上高の合計及び営業損失の合計の90％を超えておりますので、事業の種類別セグメント情報

　の記載は省略しております。

　

　(2)キャッシュ・フローの状況　

　　　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の残高は６億２千８百万円

　　で第１四半期連結会計期間末に比べ１億１千万円減少（前年同四半期は３億１千２百万円の減少）いたしました。

　　各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りであります。

　　　(営業活動によるキャッシュ・フロー)

　　　 営業活動によるキャッシュ・フローは、１億４千万円の減少（前年同四半期は１億８千万円の減少）となりまし

　　　た。これは主に、売上債権の減少１億９千１百万円等による収入がありましたものの、税金等調整前四半期純損失

　　　１億９千９百万円の計上や仕入債務の減少９千７百万円等があったことが主な要因であります。

　　　

　　　(投資活動によるキャッシュ・フロー)

　　　 投資活動によるキャッシュ・フローは、３千万円の増加（前年同四半期は１億３千１百万円の減少）となりま

　　　した。これは差入保証金及び敷金の返還による収入が２千７百万円あったことが主な要因であります。

 

　　　(財務活動によるキャッシュ・フロー)

　　　 財務活動によるキャッシュ・フローは、０百万円の減少（前年同四半期は０百万円の減少）となりました。これ

　　　は主にリ－ス債務の返済による支出があったことによるものであります。　

　　　　

 

（3)事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　 当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（4)研究開発活動

　 該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 35,706,000

計 35,706,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在発
行数(株)

（平成21年9月30日）

提出日現在発行数(株)
（平成21年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 18,044,715 18,044,715ジャスダック証券取引所

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

り、単元株式数は

1,000株であります。　

計 18,044,715 18,044,715 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年7月1日～

平成21年9月30日　　

　　　　　

－ 18,044,715 － 2,727,560 － 835,890

（５）【大株主の状況】

 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社カネヨシ 東京都渋谷区千駄ケ谷３丁目60-５ 5,600 31.03

ＧＹ会持株会 東京都中央区築地３丁目５-４ 859 4.76

山形　政弘 東京都世田谷区 699 3.88

金澤　良樹  東京都国分寺市 690 3.82

ＢＴＣ協同組合 東京都千代田区神田須田町２丁目１ 392 2.17

中島　眞喜子 神奈川県川崎市麻生区 292 1.62

田辺　友紀恵 東京都世田谷区 292 1.62

山形産業株式会社 東京都中央区湊２丁目４-１ 274 1.52

カネ美食品株式会社 愛知県名古屋市天白区中坪町９０番地 250 1.39

計 － 9,349 51.81

　（注）１．上記には当社所有の自己株式776千株(持株比率4.30％)は含まれておりません。

２．株式会社ＬＢＴは、平成21年４月１日に株式会社カネヨシに商号変更しております。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

　　　　776,000
－

　権利内容に何ら限定の

　ない当社における標準

　となる株式

完全議決権株式（その他）
普通株式

　　　　17,193,000
17,193　同上

単元未満株式
普通株式

　　　　75,715
－ 　同上

発行済株式総数 18,044,715 － －

総株主の議決権 － 17,193 －

　

 

②【自己株式等】

 平成21年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社銀座山形屋
　東京都中央区築地

　三丁目５-４
776,000－ 776,000 4.30

計 － 776,000－ 776,000 4.30　　　

　 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 68 70 77 83 75 70

最低（円） 60 62 70 68 68 64

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものを記載しております。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表については監査法人トーマツによる四半期レビューを受け、また、当第２四半期連結会計期間（平成

21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30

日まで）に係る四半期連結財務諸表については有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　なお、従来から当社が監査証明を受けている監査法人ト－マツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月

１日をもって有限責任監査法人ト－マツとなりました。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 628,255 623,830

受取手形及び売掛金 394,781 602,731

商品及び製品 229,829 213,575

仕掛品 21,072 10,830

原材料 132,697 133,642

その他 101,566 171,290

貸倒引当金 △2,041 △4,498

流動資産合計 1,506,162 1,751,402

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 167,466 182,555

その他（純額） 263,317 263,687

有形固定資産合計 ※
 430,783

※
 446,242

無形固定資産

その他 7,661 8,206

無形固定資産合計 7,661 8,206

投資その他の資産

投資有価証券 1,084,368 1,158,224

敷金及び保証金 996,402 1,050,742

その他 364,277 373,603

貸倒引当金 △152,758 △163,663

投資その他の資産合計 2,292,289 2,418,906

固定資産合計 2,730,734 2,873,356

資産合計 4,236,896 4,624,758

負債の部

流動負債

買掛金 163,395 220,750

未払法人税等 8,846 11,317

ポイント引当金 31,026 27,146

その他 293,567 353,700

流動負債合計 496,836 612,915

固定負債

繰延税金負債 134 13,743

退職給付引当金 482,532 491,262

役員退職慰労引当金 92,931 89,565

その他 19,456 18,712

固定負債合計 595,055 613,284

負債合計 1,091,891 1,226,199
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,727,560 2,727,560

資本剰余金 882,948 1,174,617

利益剰余金 △351,194 △444,611

自己株式 △79,102 △79,031

株主資本合計 3,180,213 3,378,535

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △35,207 20,024

評価・換算差額等合計 △35,207 20,024

純資産合計 3,145,005 3,398,559

負債純資産合計 4,236,896 4,624,758
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 2,490,985 2,174,173

売上原価 1,224,924 1,072,479

売上総利益 1,266,061 1,101,693

販売費及び一般管理費 ※
 1,526,260

※
 1,341,513

営業損失（△） △260,199 △239,819

営業外収益

受取利息 1,784 1,893

受取配当金 24,650 23,937

受取手数料 7,904 6,781

雑収入 4,270 10,938

営業外収益合計 38,609 43,551

営業外費用

支払利息 － 205

投資事業組合運用損 4,939 59

雑損失 975 970

営業外費用合計 5,915 1,235

経常損失（△） △227,504 △197,502

特別利益

貸倒引当金戻入額 831 13,361

償却債権取立益 114 －

特別利益合計 946 13,361

特別損失

役員退職慰労金 1,157 －

固定資産除却損 2,944 104

投資有価証券評価損 3,964 1,306

固定資産処分損 6,230 －

減損損失 10,654 8,481

特別損失合計 24,952 9,892

税金等調整前四半期純損失（△） △251,510 △194,033

法人税、住民税及び事業税 4,940 4,217

法人税等合計 4,940 4,217

四半期純損失（△） △256,451 △198,251
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 1,083,828 931,019

売上原価 571,043 485,681

売上総利益 512,785 445,337

販売費及び一般管理費 ※
 761,076

※
 658,693

営業損失（△） △248,291 △213,356

営業外収益

受取利息 1,413 1,381

受取配当金 4 4

受取手数料 3,647 3,034

雑収入 3,087 8,796

営業外収益合計 8,152 13,216

営業外費用

支払利息 － 101

投資事業組合運用損 4,939 59

雑損失 － 850

営業外費用合計 4,939 1,010

経常損失（△） △245,078 △201,149

特別利益

貸倒引当金戻入額 796 11,145

償却債権取立益 114 －

特別利益合計 910 11,145

特別損失

固定資産除却損 2,944 104

投資有価証券評価損 3,964 1,306

固定資産処分損 6,230 －

減損損失 9,302 8,481

特別損失合計 22,441 9,892

税金等調整前四半期純損失（△） △266,609 △199,896

法人税、住民税及び事業税 2,592 245

法人税等合計 2,592 245

四半期純損失（△） △269,202 △200,142
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △251,510 △194,033

減価償却費 30,640 19,697

減損損失 10,654 8,481

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,444 △13,361

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △6,946 3,366

退職給付引当金の増減額（△は減少） △14,414 △8,730

受取利息及び受取配当金 △26,434 △25,830

支払利息 － 205

売上債権の増減額（△は増加） 237,069 212,924

たな卸資産の増減額（△は増加） △7,586 △25,551

仕入債務の増減額（△は減少） △87,236 △57,354

その他 △57,485 △43,074

小計 △175,692 △123,262

利息及び配当金の受取額 26,442 25,833

利息の支払額 － △205

法人税等の支払額 △23,193 △5,713

営業活動によるキャッシュ・フロー △172,445 △103,346

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △10,166 △4,654

投資有価証券の取得による支出 △833 △850

敷金及び保証金の回収による収入 38,938 105,256

敷金及び保証金の差入による支出 △213 △83

短期貸付けによる支出 △150,000 －

出資金の回収による収入 － 4,500

貸付金の回収による収入 － 5,882

その他 △1,911 △1,411

投資活動によるキャッシュ・フロー △124,185 108,639

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △685 △70

リース債務の返済による支出 － △797

配当金の支払額 △86,396 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △87,081 △868

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △383,712 4,425

現金及び現金同等物の期首残高 1,111,254 623,830

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 727,542

※
 628,255
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　　　　　該当事項はありません。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※　　有形固定資産の減価償却累計額は、1,336,129千円であ

ります。

※　　有形固定資産の減価償却累計額は、1,392,824千円であ

ります。

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　は、次のとおりであります。

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　は、次のとおりであります。

給与手当 550,017千円

賃借料　 317,269千円

退職給付費用 23,837千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,238千円

ポイント引当金繰入額 13,129千円

給与手当 507,442千円

賃借料　 271,321千円

退職給付費用 22,725千円

役員退職慰労引当金繰入額 3,071千円

ポイント引当金繰入額 3,879千円

 

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　は、次のとおりであります。

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　は、次のとおりであります。

給与手当 270,153千円

賃借料　 158,933千円

退職給付費用 17,073千円

役員退職慰労引当金繰入額 666千円

ポイント引当金繰入額 10,239千円

給与手当 247,793千円

賃借料　 133,278千円

退職給付費用 13,678千円

役員退職慰労引当金繰入額 1,616千円

ポイント引当金繰入額 1,581千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９年30日現在） （平成21年９年30日現在）

（千円） （千円）

現金及び預金勘定　 727,542

現金及び現金同等物 727,542

 

現金及び預金勘定　 628,255

現金及び現金同等物 628,255
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　18,044,715株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　 　　　776,168株　　　　　

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

　　　　　　該当事項はありません。

５．株主資本の著しい変動に関する事項

 　 当社は、平成21年６月26日開催の定時株主総会において、その他資本剰余金を291,668千円減少し繰越利益

　剰余金の欠損を補填することを決議しております。この結果、当第１四半期連結会計期間において資本剰余金

　が291,668千円減少し利益剰余金が291,668千円増加し、当第２四半期連結会計期間末において資本剰余金が

　882,948千円、利益剰余金△351,194千円となっております。　

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間（自

平成21年７月１日　至平成21年９月30日）並びに前第２四半期連結累計期間　（自平成20年４月１日　至平成20

年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間　（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　　当社グループは、衣料品製造販売（受託縫製を含む）事業を主な事業としておりますが、当セグメントの

　売上高及び営業損失の金額が、それぞれ全セグメントの売上高の合計及び営業損失の合計の90％を超えてお

　りますので、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

 　

【所在地別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間（自

平成21年７月１日　至平成21年９月30日）並びに前第２四半期連結累計期間　（自平成20年４月１日　至平成20

年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間　（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　　在外子会社及び在外支店はありませんので記載を省略しております。　

 　　

【海外売上高】

　前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間（自

平成21年７月１日　至平成21年９月30日）並びに前第２四半期連結累計期間　（自平成20年４月１日　至平成20

年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間　（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　　海外売上高はありませんので記載を省略しております。

 

（有価証券関係）

　当第２四半期連結会計期間末(平成21年９月30日)　

　 有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があり 

  ません。

 

（デリバティブ取引関係）

 当第２四半期連結会計期間末　（平成21年９月30日）

　　当社グループはデリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 182.11円 １株当たり純資産額 196.80円

 

２．１株当たり四半期純損失金額

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 14.84円 １株当たり四半期純損失金額 11.48円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

　

（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 　 　

四半期純損失（千円） 256,451 198,251

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 256,451 198,251

期中平均株式数（千株） 17,276 17,269

 

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 15.58円 １株当たり四半期純損失金額 11.59円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

　

（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 　 　

四半期純損失（千円） 269,202 200,142

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 269,202 200,142

期中平均株式数（千株） 17,274 17,268

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

　前連結会計年度末に比べて著しい変動はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成20年11月10日

株式会社銀座山形屋

取締役会　御中
 

監査法人トーマツ

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 齋藤　　　淳　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 平野　　　雄二　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社銀座山形屋

の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社銀座山形屋及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状態、

同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　(注)１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書

提出会社)が別途保管しております。

　  　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成21年11月11日

株式会社銀座山形屋

取締役会　御中
 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 齋藤　　　淳　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 平野　　　雄二　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社銀座山形屋

の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社銀座山形屋及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財政状態、

同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　(注)１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書

提出会社)が別途保管しております。

　  　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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